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この取扱説明書では「危険」「警告」「注意」について次のような定義と警告表示を   

使用しています。

警告表示は、安全作業のために重要な事柄です。                   

人身事故や財物損害防止のために重要な事項が記載されていますので、必ずよく理解   

してからご使用ください。                            

取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡、又は重傷を負う            
危険が切迫して生じることが想定される場合。

取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡、又は重傷を負う             
恐れが想定される場合。

取り扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負う危険が想定            
される場合。及び物的損害のみの発生が想定される場合。

（１）一般的な注意事項

①取扱説明書をよく読み、よく理解してから使用してください。

②このチェンジャーの操作は、使用方法を熟知した人以外は使用しないでください。

③始業点検及び定期点検は、取扱説明書の本文の指示に従って、必ず実施してください。

④運転時に異音発生等、普段と異なる状態の時は、チェンジャーの使用を禁止し、お買い

上げの販売会社に連絡して、点検を受けてください。

⑤本機は防水仕様になっていませんので、屋外設置や水による洗浄は避けてください。

⑥このチェンジャーをタイヤ交換以外の目的で使用しないでください。



誤った操作方法によりターンテーブル部に巻き
込まれ、挟まれる恐れがあります。

誤った操作方法によりビードブレーカーに挟ま
れる恐れがあります。本体とビードブレーカー
間に足を入れないでください。

誤った操作方法によりビードブレーカーに挟ま
れる恐れがあります。本体とビードブレーカー
間に手を入れないでください。

コンセント脱着時、感電注意！ 必ずアース線を接続すること。

ここに示す警告事項は、タイ
ヤチェンジャーの取扱方法を
誤った場合に、使用者が怪我
を負う可能性が想定される事
柄です。
警告ラベルは、はがれや汚損
された場合、お買い上げの販
売会社から購入の上、正しく
貼付してください。

指定空気圧を確認し、入れすぎないこと。バ
ーストにより重大事故につながる可能性があ
ります。

誤った操作方法によりクローとホイル間に挟
まれる恐れがあります。リムとビード間にも
手を入れないでください。

身体が挟まれ、重大事故につながる可能性が
あります。

誤った操作方法により思わぬ事故につながる
可能性があります。

誤った操作方法によりクランプに挟まれる恐
れがあります。クランプとホイル間に手を入
れないこと。

誤った操作方法により機械へのエアホースを
外すと機械内のエアが吹き出します。エアを
止め機械内のエアを抜いてから外す。

800～1,000kPa（8～10kg／㎝２）とするこ
と。

ホイルが外れる恐れがあります。エア充填専
用です。

内側クランププロテクターはエア充填専用で
す。



ここに示す警告事項は、タイ
ヤチェンジャーの取扱方法を
誤った場合に、使用者が怪我
を負う可能性が想定される事
柄です。
警告ラベルは、はがれや汚損
された場合、お買い上げの販
売会社から購入の上、正しく
貼付してください。

指定空気圧を確認し、入れすぎないこと。バ
ーストにより重大事故につながる可能性があ
ります。

誤った操作方法によりクローとホイル間に挟
まれる恐れがあります。リムとビード間にも
手を入れないでください。

身体が挟まれ、重大事故につながる可能性が
あります。

誤った操作方法により思わぬ事故につながる
可能性があります。

誤った操作方法によりクランプに挟まれる恐
れがあります。クランプとホイル間に手を入
れないこと。

誤った操作方法により機械へのエアホースを
外すと機械内のエアが吹き出します。エアを
止め機械内のエアを抜いてから外す。

800～1,000kPa（8～10kg／㎝２）とするこ
と。

ホイルが外れる恐れがあります。エア充填専
用です。

内側クランププロテクターはエア充填専用で
す。



コンセント脱着時、感電注意！

誤った操作方法によりターンテーブル部に巻き
込まれ、挟まれる恐れがあります。

誤った操作方法によりビードブレーカーに挟ま
れる恐れがあります。本体とビードブレーカー
間に足を入れないでください。

誤った操作方法によりビードブレーカーに挟ま
れる恐れがあります。本体とビードブレーカー
間に手を入れないでください。

必ずアース線を接続すること。
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アーム ロックボ タン

タ イ ヤ 爪

タ 　 ワ 　 ー

タ ー ン テ ー ブ ル

ス ラ イ ダ ー

チ ャ ッ ク 爪

ビ ー ド ブ レ ー カ ー

回 転 ペ ダ ル

ビードブレーカーペダル

チャッキ ン グ ペ ダル

タ ワ ー 倒 立 ペ ダ ル

Ｄ Ｔ ヘ ッ ド

ビードプレスローラー

ビードアップローラー

マ ウ ン ト プ レ ス 板

インフレーターペダル
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タイヤ爪をフリーにさせる押しボタン

タイヤの脱着を行う為の主要爪

転倒・直立を行う主要フレーム

タイヤ・ホイールを乗せるテーブル板

テーブル板溝内をスライドする

ホイールを固定する主要爪

ビードを落とす為のブレード

テーブル板の正転・逆転を行うペダル

ビードブレーカーを作動させるペダル

スライダーの開閉を行いホイールを固定するペダル

タワーの転倒・直立を行うペダル

上側ビード脱を行う為の樹脂製の爪

上側ビード組込みの際タイヤビードを押さえるローラー

下側ビードがはまり込んだ際持ち上げるローラー

上側ビード組込みの際タイヤビード部を押さえ回転と一緒に回る板

インフレーターを作動させるペダル



メカバルブ 垂直アームロック
シリンダ

水平アームロック
シリンダ

スピコン
ジョイント

スピコン
ジョイント

タワー倒立シリンダタワーバルブ

チャックシリンダ

スリップ
シリンダ

チャックバルブ

圧力計

減圧弁 オイラーフィルタ ビードバルブ

ハンドゲージ

減圧弁

インフレーターバルブ

ビードプレスシリンダ

スピコン
マフラ

スピコン
マフラ

ハンドバルブ

急速排気弁

ビードシリンダ

TACバルブ

DTヘッドシリンダ

ビードプレス軸
ロックシリンダ

TACバルブ

マウントプレスシリンダ

スピコン
マフラ

スピコン
マフラ

ハンドバルブ



直立

直立

異常と思われる箇所が発見された場合は、異常箇所の修復を完全に行うまでは
チェンジャーの使用を禁止して、直ちにお買上げの販売会社に連絡してください。
そのままお使いになると、チェンジャーの破損および重大な事故につながる危険
性があります。





テーブル板及びチャックシリンダーがホイールに接触する可

能性がある場合には、事前に回転させ移動してください。

６

をゆっくり踏み込み、ビードを落とします。



ロックするとタイヤ爪とホイールには自動でクリアランスが確保されます。

直立

①水平・垂直アームのロックを解除して、タイヤ爪を後方に戻してから再度アームをロックし

　ブームを倒します。

②ホイールをテーブル板に乗せる前に、中間ストップ操作であらかじめスライダー位置をホ

　イールサイズに合わせてください。

③ホイールをチャックする際、４つのチャック爪の内側にホイールがあることを確認してから

　チャッキングペダルを踏み、ホイールを外側固定してください。

④ホイールのドロップセンター位置が上になるようにセットしてください。

　通常ドロップセンター位置はホイールの表面に近い位置にありますが、リバースホイール

　は表面から遠い位置にあります。

①タイヤマウント・ディマウント作業の際は、必ずホイールを外側クランプしてくだ

　さい。

②アルミホイールやリバースホイールをチャッキングする際はスライダーカバーを

　使用する等、ホイールへの傷付きを防止してください。

ドロップセンター位置

（16インチに合わせた場合）

16

18

20

22

刻印〈ホイールサイズ合わせ〉

中間ストップ操作で、テーブル板上の溝に
作業するホイールサイズ（径）の刻印を合わせる。

テーブル板上溝



センター偏

偏

ローラー

水平軸をロックします。
この時タイヤ爪の干渉が無いようにビードプレスロー
ラーをセットしてください。

部

センター

ローラー

アップローラー

径に合わせて水平軸を引き出し、水平軸をロックします。

側

直立

タイヤ爪

直立

直立した際、タイヤ爪がホイールに干渉し損傷する危険性があります。

ビードプレスローラー



マウントプレス装置

ドロップセンター位置に プレ

ビードの硬い偏平 等 部

タイヤサイド面にタイヤクリームを塗ると、マウントプレスでタイヤを押さえ回

転していく際に、マウントプレス板がタイヤから滑り外れ、アームが飛んでくる

場合があります。

また、タイヤサイド幅が非常に薄い偏平タイヤを押さえる際にも同様の症状が起

こる可能性があります。

ス装置を

マウントプレス板

タイヤ爪



レバー作業（主に通常タイヤ）１

ビードの硬い偏平タイヤ等の外面チェックを行う場合、ホイールとビードの隙間が少なく、押

さえ込みが大変ですが、ホイールプレス操作により確実な外面チャックを行えます。

①チャッキングペダル操作による中間ストップ操作であらかじ
めスライダー位置をホイールサイズに合わせます。

③ハンドバルブでマウントプレス板をホイール上面より上の位置
まで上昇します。

④ホイールのセンター部に付属のコーンを置きます。

⑥チャッキングペダル操作でチャック爪をホイールが確実にチャ
ックできる位置までセットしたら、マウントプレス板の押さえ
を少し緩めてからホイールを確実にチャックさせます。

②タイヤホイールをテーブル板上に乗せます。

⑤ホイールが4つのチャック爪の内側にあることを確認して、マウ
ントプレス板でコーンを押さえ、ホイールを押し下げます。

①マウントプレス板でホイールを押さえる際、必ずホイールが4つのチャック爪
内にあることを確認してください。チャック爪内にない状態でチャッキングを
行うと、ホイールを損傷する危険性があります。

②マウントプレス板でホイールを強く押さえた状態で一気にチャッキングをさせ
ようとするとホイールや機械を破損する危険性があります。

③マウントプレス板でコーンを押さえる際、過度に押さえたり、ホイール芯から
外れた位置で押さえるとプレス板とコーンが滑り外れ、プレスアームやコーン
が飛んでくる危険性があります。

リムプレスコーン(付属品)

タイヤ爪



ドロ
ップセンター

レバーレス作業（主に偏平タイヤ・ランフラットタイヤ）

1.上側ビード外し（DTツール操作）

DT

DT

D

DTヘッドがホイールリム径近くまでくるよう

に

DT

T

ハンドルピン

バルブ位置

ＤＴヘッド

ターンテーブル正転方向



DT

DT

センター

ターンテーブル正転方向

サポートバー

〔他のDTヘッド挿入方法〕

特にリムガードが大きいタイヤや柔らかいタイヤへ挿入する場合に

は、DTヘッド真下にプレス板をセットし板の上を滑らせると、よりス

ムーズに挿入できます。（右図参照）



DT

DT

DT

DT

DT

DT

センター

センター

ドロップセンタ－に落とさずに持ち上げていくとタイヤビード及び樹脂爪の損
傷につながる事があります。

①ビードアップローラーを最下位まで下げ、ホイール下側の

リム径付近まで水平軸を引き出し、ビードアップシャフトロ

ックスイッチ操作で水平軸をロックします。（ローラーをホ

イールリムに軽く接触させるくらいまで伸ばす。）

②ビードアップローラーでタイヤ下側ビードを押し上げてい

きます。

　この時ビードアップローラー反対側のタイヤビードをドロ

ップセンター部まで持ち上げてください。

③ビードアップローラーで下側ビードをホイール上側リム上

に押し上げたら、ターンテーブルを正転させタイヤを外し

ます。

２．下側ビード外し

ビードをドロップ
センター部へ持ち上げる



ドロップセンター

ドロップ
センター部

ドロップ
センター部

ドロップセ
ンター部

①ビードアップローラーで下側ビードを押し出す際は必ずローラー反対側のタイ

　ヤビードがドロップセンター部にあることを確認してください。

　ドロップセンター部にない状態で無理矢理押し出そうとすると、ホイールの飛

　散やタイヤビードが損傷する危険性があります。

②ビードアップローラーで下側ビードを押し出しターンテーブルを回す際、タイ

　ヤビード部が損傷しないか確認しながら作業をおこなってください。



①タイヤに供給する充填圧力は「ＪＡＴＭＡ整備基準値」に適合した圧力に調整

し供給してください。

　機械出荷時(初期設定)は５００ＫＰａに設定してあります。

②タイヤの空気充填作業を行う場合は、エアの入れ過ぎに十分注意し、安全囲い

の使用やタイヤチェンジャーでの固定等、破裂したタイヤ等の飛来を防止する

措置を行ってください。

警　 告
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ルブリケータに油を供給するには２通りの方法があります。

フィルプラグから油を供給する場合には加圧状態でも供給が可能です。

フィルプラグを回し取り外すとボウル内の圧力が抜けます。

① フィルプラグから供給する場合

【ルブリケータの油の供給（Ｌ３０００タイプ）】 使用油：タービン油（ISO VG32） 

圧縮空気を止めて、製品内に圧力がないことを確認したうえで、ボウルを取り外します。

・ラッチを指で押しながらボウルガードとボウルを約４５°(ラッチの△マークがボディの

  △マークに合うところまで）回します。(図 Ⅰ . Ⅱ 参照)左右どちらに回しても可。
・そのまま下方に引き抜けば、ボウルとボウルガードが一緒に外せます。(図Ⅲ参照)
・組み立てる時は、分解の逆の要領で行います。

・圧縮空気を入れる時に、ラッチがボディの凹部に確実に入っていることを確認してから

  入れてください。(図 Ⅰ 参照)

② ボウルから供給する場合  (※ 加圧時供給不可)

フィルプラグ

図 Ⅰ 図 Ⅱ 図 Ⅲ

ラッチ

ボウル



アジャスティングドームをＯ方向に回すと油滴下量が増え、Ｓ方向に回すと油滴下量が
少なくなります。
調整しにくい場合は、ドーム上部の凹溝にコイン等を入れて回すと回しやすくなります。

【ルブリケータの油滴下量の調整】

工場調整時(初期)には油滴下量はビードブレーカーペダルを２回踏んで１滴落ちるよう

に設定してあります。(ビードシリンダーピストン２往復で１滴滴下)

滴下量は油温で変化しますので特に冬場には滴下し難く、夏場には滴下し易くなります。

上記調整方法により、定期的に滴下量を初期設定量に調整してください。

アジャスティングドーム

O S



※Vベルト及び各シリンダーのパッキン、スリップリングのOリングは消耗品となります。



ＲＳＷ－i05ＥＺＲＳＷ－i06ＥＺ
ＷＳ３２９９－０７ＥＴ－

１２～２４インチ（外固定式）

ＷＳ３２９９－０７ＥＲ－

１０～２２インチ（外固定式）

型 　 　 式

商 品 番 号

適 用 リ ム 径

適 用 リ ム 幅

最 大 タ イ ヤ

電 源・モ ーター

使 用 空 気 圧

本 体 重 量（ 約 ）

標 準 装 備

３.５～１３インチ

径１,１００ｍｍ 幅３５０ｍｍ

３相・２００Ｖ ０.７５ｋｗ

１,０００ｋＰａ

約４７５ｋｇ

  ビードプレス＆レバーレス装置、マウントプレス装置

  インフレーター装置　　　　　　　　　　　　　　
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本製品の設置（据付）及び移設は、お買い上げの販売会社へ依頼してください。

移設の場合は販売会社による点検を実施してください。

（４）設置（据付）及び移設について

この取扱説明書の7項目の故障と処置欄をご覧になって
ください。

商品保証規定に従い修理をさせていただきますので、
お買上販売会社へ修理を依頼してください。

保証期間は納入後12ヶ月以内です。
商品保証規定の記載内容に基づいて修理させていただき
ます。

アフターサービスについての詳細、その他ご不明な点はお買い上げ販売会社にお
問い合わせください。

お問い合わせいただく際は、次のことをお知らせください。
型式・機体番号・購入年月日・故障状況（できるだけ詳しく）。 

お買い上げ販売会社にご相談ください。
修理によって機能が維持できる場合はお客様のご要望
によって有料修理致します。 

上記の事項を下表に記録しておくとお問い合わせの時便利です。
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株式会社  アルティア

●仕様は予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承願います。
●ご用命・ご相談はお近くの各販売会社・アルティア各支店までどうぞ。
●アルティアホームページ　http://www.altia.co.jp.

「販売会社又は施工業者の方へお願い」
この取扱説明書は、お客様に必ず渡してください。

札 幌 支 店
仙 台 支 店
首 都 圏 支 店
関東信越支店
名 古 屋 支 店
大 阪 支 店
広 島 支 店
福 岡 支 店
機 工 営 業 部

〒007－０803
〒983－０034
〒104－６206
〒104－６206
〒465－０035
〒556－０021
〒733－０842
〒812－０007
〒104－６206

札幌市東区東苗穂三条3-1-81
宮城県仙台市宮城野区扇町3-2-15
東京都中央区晴海1-8-12 晴海トリトンスクエアZ 6F
東京都中央区晴海1-8-12 晴海トリトンスクエアZ 6F
名 古 屋 市 名 東 区 豊 が 丘 2 6
大阪市浪速区幸町 3 - 7 - 1 1
広 島市西区井口 5 - 2 5 - 2 1
福岡市博多区東比恵3 - 6 - 1
東京都中央区晴海1-8-12 晴海トリトンスクエアZ 6F

TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

011（786）2010
022（783）3810
03（6777）0331
03（6777）0334
052（775）4010
06（7708）8820
082（277）2340
092（411）5351
03（6777）0038


